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は じ め に

ＦｒｙｄｅｒｙｋＦｒａｎｃｉｓｚｅｋＣｈｏｐｉｎは１８１０年３月１日ワルシャワ近郊のＺｅｌａｚｏｗａ Ｗｏｌａにうまれ，

後年パリに移って１８４７年１０月１７日に亡くなるまでのあいだ彼地を中心に活動をつづけた．名前の

つづりを ＦｒｅｄきｒｉｃＦｒａｎＧｏｉｓというフランス式に改めたため， 今日では後者のほうが一般的となっ

ている．

その影しい数にのぼる作品の大多数がピアノ曲であり， なかでも若いころから没年に至る迄ほぼ

継続的にかきつづけられたのがポーランドの民俗文化に永いあいだ重要な位置を占めていた舞曲

ＭＡＺＵＲＥ論のジャンルである． 即ち彼は故国ポーランドをはなれた後にもマゾヴィア地方の郷土舞

曲である， 比較的落着いたテムポで３拍子の素朴な情感を忘、れることがなかったのである． 現今彼

の作曲になるマズルカの楽譜は６２件ほど存在するが， 今後共発掘される可能性はありうる． 然し，
このなかには，Ｎｏ‐２ａと４ａのように作品番号内に含まれているｎｏ‐２とｎｏ‐４のための草稿ともいう

べき楽譜もあり，更に若いころの明らかに習作とおもわれる１８２５年作の変ロ長調とト長調もいれて

上記の件数になるのである．そのほかにＫＫＩＶａ Ｎｒ‐７を第５４番の初版とする見方もあり，今後共研

究が深められるものとおもわれる． マズルカ集として今迄に出版されたいくつかの楽譜をみると編

集者によって作品番号のついていないものにはとりあげた曲数と曲番に相異がある． 作品６から作

品６８に至る４９曲については概ね順番に変りはないが，ｏｐ‐４１ｎｏ．１を作曲された順序からみてｎｏ‐４

とする見方もある．これはｎｏ‐２が３８年１１月２８日，ｎｏ‐３が３９年９月７日，ｎｏ‐３とｎｏ‐４も３９年で

あってｎｏ‐１が最後の作とみなす場合に生ずるものであるが， いずれにせよ３９年の作曲ということ
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から大きな問題とはならない． またｏｐ‐６７と６８のように１８８５年フォンタナによって編集された際

に何故か作曲年月を無視して並べられた例もある． 更に作品番号のない曲についての現今の曲集に

みられる順序および採択された曲数は編集者によってまちまちであるが， これらを作曲年代順に並

べた場合５０；番ＫＫＩ１ａ，Ｎｒ．２ Ｇ‐ｄｕｒ，５１番 ＫＫＩ１ａ Ｎｒ．３Ｂ－ｄｕｒ（両曲共２５年作），５２番ＫＫＩＶｂ Ｎｒ‐

２ Ｄ‐ｄｕｒ２９年作，５３番ＫＫＩＶｂ Ｎｒ．７ Ｄ－ｄｕｒ３２年作，５４番 ＫＫ 帖 Ｎｒ‐Ｉ Ｂ‐ｄｕｒ３２年作，５５番ＫＫ

筋 Ｎｒ‐３Ｃ‐ｄｕｒ３３年作，５６番ＫＫ励 Ｎｒ．４ Ａｓ‐ｄｕｒ３４年作，５７番 ＫＫＩ恥 Ｎｒ‐４ａ‐ｍｏｌ１４０年作，

５８番ＫＫＩ１ｂ Ｎｒ‐５ａ－ｍｏｌ１４１年作ということになる． 先述のｏｐ‐６７の場合作曲年代をみるとｎｏ．１

が３５年， ｎｏ‐２が４９年， ｎｏ‐３が３５年，ｎｏ．４は４６年，ｏｐ‐６８の場合はｎｏ‐１が２９年，ｎｏ‐２が２７年，

ｎｏ‐３が２９年，ｎｏ‐４は４９年であり， どういうわけか順序が作曲年代と一致していないのである．

　

マズルカの様相には作曲年代に即応した顕著な変化がなく， 基本を素直に守ったうえで時折り独

創性を発揮しており， しいていえば前期よりも後期になってその傾向がつよまっているのである．

これらのピアノ教材はポロネーズ集と共にポーランドの民族的心情に接近し， かつ１９世紀の天才

ンョパンによってそれが詩的想念のゆたかさと共に展開されていった音楽の様相を把握するのに最

適のものである‐ これらは平易かつ素朴なものから極めてデリケートなものに至る多様な情緒内容

と技術的条件をもつため， 中級以上の学習者にとってはその大半の曲が重要な意味を持つ． 特に当

時流行の 〈名人芸〉 におぼれることなく， 虚飾を捨てて内面世界へとむかう心境は全ての学習者，
音楽家の範とするべきものとおもう．

概

　　　

観

　

マズルカのジャンルに関する文化史的考察は内外の文献に詳述されているためここでは割愛し，

ンョパンのピアノ作品の場合についてのみふれてみたい‐１９世紀の中・後期は西欧のみならず， 中

欧と東欧の作曲家によって新しい要因が音楽文化の第一線に現れた時代である． ショパンもまたそ

のなかのひとりであり， パリに在って祖国ポーランドへの愛情をポロネーズとマズルカの作曲をと

おしてあらわしている． その他のジャンルにおいても 「ポーラン ド民謡による幻想曲」ｏｐ‐３，
「クラ

コヴィアック」ｏｐ‐１４などポーランドの唄と踊りを背景にした作曲によって愛国的ノふ情を吐露して

いる． マズルカは民俗的生活文化のなかで生育し， ポロネーズは貴族社会に根をおるしていた． 後

者が既にバロック時代から宮廷舞踏会などに起用され，
、更に組曲にもとり入れられていたのに反し

て， 前者が西欧に入ってきたのはずっと後のことであり， ショパンの場合はマズルカを傑れた内容

をもつピアノ独奏曲となし， きわめてユニークな香気を西欧社会にもたらしたのである． ポロネー

ズを彼は華やかで活気にみちたピアノ曲としたのにたいして， マズルカには内向的性格と組成上の

特異性をもりこんでいる． ポーランド・マゾヴィア地方生れのこの民俗舞曲も昔は８分の３拍子で

あったが， 後に４分の３拍子となった． ショパンは後者の拍子で以てピアノ曲「ＭＡＺＵ鞭【Ａ」を多数

かき， そこに多様な形相′を与えた． 初期のものには踊りの性格を濃くもつものもあるが， 後になる

にしたがって概して自由な音楽的書法を用いるようになった． 即ちアクセントの位置を多様化した

り，，相異るリズムを併用することによって， 単に踊るための曲から， 自律的な芸術音楽へとたかめ

たのである． 増２度， 増４度， 長７度， 長短調 （混合性） などの使用も当時としては非西欧的であ

る． 更に異種リズムの接合， リズム上の対比的組合わせ， 動機的ゼクエンツ展開， 転調による調的

飛躍， 旋律の性格とリズム形体との対比， そして最も注目すべきポリフォニイによる組成的充実な

ども時折りみうけられるのである． 更に民俗的なドローン・バスとオスティナートがしばしば用い
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られている． 以上のように祖国ポーランドの民俗音楽をきわめて洗練されたかたちでピアノ曲に定

着させた功績はたかく評価されるべきものなのである．

　

最近はショパンを調性和声の歩みのなかで重要視する傾向が研究者のあいだではつよい． 即ち名）

教会旋法と半音階法の両者に対時する和声処理，（口）急激かつ刺戟的半音変化の連続使用， ◎四和音

の非解決的処理， ③保続音 （時には複数） と関わって生ずる効果的和声，（村非終止形的な楽段の結

び， ㈹開始部などの調性的あいまい化，（ト）遠隔転調， ◎稀な非調性的実験ｅｔｃ．が注目されているの

である． 更には旋律の所属する調性とは異る和音を用いることによって不協音程がうまれる場合お

よび３度音程の堆積による７の和音，９の和音，１１の和音，１３の和音等が生のままで用いられる場

合， そして筒音との関りでこれらがうまれる場合ｅｔｃ‐がみうけられる． 更に４度堆積和音， ５度堆

積和音等もみられる．

　

次に形態上の問題点，特に反復をめぐる改訂等々に若干ふれておこう．種々の原資料によるとショ

パンは幾度も自作の改訂を試みていたことがわかる． 校正途中の改筆はもとより， 出版後も猶出版

社にたいして改訂の意向を表わしている． 特に，〈反復と回起〉 の点に関しては他の作品よりもマズ

ルカの場合に頻繁であった． 改訂には小節および楽節の規模における反復， 楽句・楽段の反復など

がみうけられる‐ ここには作品の形態整備を企図されたものとノか情的理由によってなされたものが

存在する． 後者への評価はまさに多様なものとなっている． またコーダについてみるならばマズル

カの場合， それは主要テーマの型に固執せず自由な形を目指すことでもあるが， しかしこれはゴー

ダとテーマを完く異質なものにするというのではない． 彼は改訂によってコーダをテーマの反復形

に安住させることはなく， 動機の反復をおこなう場合ですらも通常の書法に依拠することなく， 主

題部との旋律的近似性をもつ場合にあってすら両者の様態にはなんらかのコントラストがみられ

る． ここに単純ならざる個性的ゴーダが成立し， それが大規模な曲に付けられた場合には概して長

めで組成に工夫がほどこされ， 終結的高揚の役割りを果している． また， ときには秀れたテーマを

よく生かしつつ動機を組替えることによって新鮮さをあらたにしたｏｐ‐２４ｎｏ建 とｏｐ‐４１ｎｏ‐１のよ

うな例もあり， 作品の形相的一貫性と組成的柔軟性が更にここでは活かされて‐いるのである．

　

２０歳代の中期以降になるとマズルカは益々技法の洗練を示し，主楽節と従属楽節の充実をみせる

ことによって単なる 「素朴さ」 は起克されてゆく． アーティ キュレーションにも個性が活かされ，

元来民俗の伝承であった領域に革新的イディオムがもりこまれたのであるが， 同時代の人々の大き

な関心事とはならず， 現代の音楽教育においても中心的教材とされることはない． 以前から印象に

よって表情質を論じられることはあっても， 自律的観想によって素材， 組成， 組織， 形態ｅｔｃ‐が詳

述されることは少なかった‐ 然し， ショパンの神髄を捉える手がかりとしては他の華やかな曲より

も， 生涯にわたって地道にかきつづけた 〈ささやかな〉 マズカル集のほうがはるかに有用なのであ

る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

，

　

さて， ショパンはマズルカの作曲にさいして形式上の自由を求めることはなく， 伝統的３部形式

に立脚しつつそのささやかな応用形をこころみ， 縮少， 転調， 変容， 修飾などを伴なったテーマの

回起と結尾部・の充実をこころみたが， 舞曲のリズムと民俗的音楽性というカテゴリィをはなはだし

く逸脱することはなかった． 主要部と終結部が同じ調性という伝統的論理はごく稀に破られること

もあるが概ね順守され， 主要テーマの回起もおよそ慣習化されている． 斯様な状況のなかで目立つ

のがクロマティシズムの横溢であり， それに伴なう不協和音のユニークなひびきである． 猶， 以下

に用いられる語のクヤヴィアックとはワルシャワ近辺のクヤヴィあたりで発した緩徐で静的な舞曲

であり， マズレックとはマズルスキ地方で生れマゾヴィエ地方で盛んになった中位のテムポによる

舞曲， オペレックは速くて活発な若者向きの舞曲である‐ 以下にのべる前篇，
－中篇， 後篇は紙数の
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都合上からくる三分割であって決して様式上の相違にもとづくものではない． また曲順についてい

えば現今流布している番号に従がっており， そのため後篇になると曲順は作曲年次と一致しない場

合も生ずるが， これがショパンのマズルカの理解への混乱をおこすほどの複雑さを生むようなもの

でもないのである． 前篇においては作品６から作品３０まで， 即ち第１～２１番（１８３０～３７年）をとり

あげ， 中・後篇においてはその他， 即ち第２２～５８番にふれようとおもう．

　

〔１〕 作品六のマズルカ

ｏｐ‐６の４曲はショパンが２０歳から２１歳にかけて故国をはなれ， パリにつくまでの間にかいたも

のという説がつよく，以前の習作的水準を脱して独自性を発揮し始めた初期のものである．第１番・

嬰へ短調はＡＢＡＣＡ（１６十８十１６十１６十１６）の構成であり， Ａ楽段には第３拍アクセントのオペレッ

ク， Ｂ楽段にはマズレック（第２拍）， Ｃ楽段にはオペレックの性格が現れ， コントラストを示して

いる． ７の和音が数多く用いられ， 更に９の和音も経過的に用いられている． Ｔ‐１～２はＶ７‐Ｖ９－Ｖ７

　　　　　　　　　　　　

＃

　　　　　　　

＃
‐１，Ｔ．１４～１６は Ｖｇ‐Ｖｇ－ｍ‐ＶＩ９‐１１き‐Ｖ‐１となっている． またクロマティ シズムと不協和音の関り

はＴ‐５～８にも明瞭であり，右手が下降的ゼクエンツをなし，左手が内声２部の平行的半音音階的下

降をつづけてゆくなかにも不協和関係が生じている． 下降的バスのリズムが「Ｐ１ｒｒー「Ｆ１ｒｐｌ，
内声部のそれはｒｒーｐｒｌｐｒｌｐ「ーであり， これら２声は同時進行のかたちをとっている． Ｔ．

１１～１６のテノールは「↑ｒｒｒ十”「十「「「十「ｐーｐ， Ｔ‐１０～１５のアルトは「十「「十「ｌｒ「” “「「

－“「「ｌｐ「ーであり， この二つのリズムが同時に進行している． 猶， ［はタイではないが同じ音で

ぁる． このように僅か１６小節のぅちに４つのリズム・パターンがあり， 更にソプラノにも「” む

止 臼 １ 也 「と〔菅 骨「という２つのパターンが在る．Ｔ‐５～８の半音はァルトがｆｉぎ～ｈ，テノー

ルがｄｉｓｌ～鱒ｓ，
バスはａ ｉｓの音ヲ

域
／
である Ａ楽段のやるせないほどのメランコＩＪィを自ら打ち破

るかのような力強いＢ楽節「 甘 口コ １山「「門． しかし所詮それも空しく消え再びＡ楽節のゆ

ううつがよみがえる． Ｃ楽段はあたかも一時すべてを忘れて美しい夢の世界をさまようかのようで

あるが，やがてＡ楽段によってわびしく締めくくられる．祖国を遠くはなれて淋しくすごし，３９歳

の若さでこの世を去った作曲者の生涯を象徴するかのようでもある． 猶， この曲の下書きとも思わ

れるｏｐ‐６ａは親友ヒラーのメモからみつけたものであり， Ｃ 楽段は第２拍アクセントのマズレック

型であって， 全体の規模と組成が極めて簡略である．
第２番は力強い８小節のドミナンテによる序奏をもつ．左手の空虚５度はｏｐ‐６－２，ｏｐ‐７－２ａｅｔｃ‐

と同じくマゾヴィア地方の楽器ドゥーダＤｕｄａの用法にもとずいている． これは序奏部のみならず

Ｔ‐４９～５６にも用いられ， ひなびた田舎風のひびきとマズレック・リズムをきかせる． パリのポーラ

ンド・ライブラリィに依る出版譜は７２小節からなっているが， ストックホルム音楽文化財団

Ｓｔｉｆｔｅｌｅｓｅｎ ＭｕｓｉｋｋｕｌｔｕｒｅｎｓＦｒａｍｊａｎｄｅにある原稿は６４小節となっている． これはニーダル・コ

レクションに組み入れられｏｐ‐６ｎｏ．２ａとして出版されている．これら２つの楽譜を比較すると数多

くの相違点がみえてくる． 即ち， 形式， 用語， アクセント， 右手モティーフの形状， 左手和音の素

材音数，スラー，中間部の調性ｅｔｃ．が相異しているのである．まず後者が〈序ー１：Ａ：川：ＢＡ：１ＩＣ序Ａ〉

であるのに対して前者は〈序－１：Ａ：－１－：ＢＡ：１ーＣ序ＡＡ’〉であり， 前者のほうがバランス上すぐれてい

る． 用語についてみると前者がｓｏｔｔｏｖｏｃｅ， 後者は Ｔｅｍｐｏｇｉｕｓｔｏ， 中間部では前者がｇｉｊｏ， 後者

は Ｔｒｉｏｎａｉｖｅｍｅｎｔ，ｒｉｓｖｅｇｌ．であり， 更にデュナーミクにも相異があるため， 曲想はかなりことな

るのである． 祖国の田舎の土の香りがただよう序奏（８）（第２拍アクセント）につづくＡ楽段（８）は

若干懐旧的なセンティメントをもちマズレック風のリズムが目立つがアクセントは第２拍と第３拍

を使いわけている． Ｂ楽段は嬰ト長調， ８小節からなるクヤヴィアック的で明るい， 高揚する気分
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をもつ． Ｃ楽段はホ長調（８）と嬰ト長調（８）からなる陽気なｇａｊｏ無邪気さをかんじさせるマズレッ

ク的楽段であるが， 後半では第２拍と第１拍のアクセントを２つの声部でもって使いわけている．

全体として第１番のようなゆううつさはみられない．
第３番・ホ長調もまたバグ・パイプの一種であるドゥーダの演奏パターン， 即ち同音程の連続的

空虚５度の序奏（左手のみの４小節）で以て始まるが， 前曲よりもはるかにシェアがおおきい‐ｅと

ｈの一対，Ｈ とｆｉｓの一対，ｃｉｓとｇｉｓの一対という３種類の５度が各々生のままで用いられたり，ま

たは他の音を付加して用いられたりしながら曲全体の左手の過半数を支配している． アクセントは

Ｔ‐１と２，５～８が第３拍， Ｔ‐３，１２，１４～１６が第２拍， Ｔ．９と１０が第３拍， Ｔ‐４は第１， 第３拍とい

うように変化が頻繁である． 上記の如く郷土的要因と個性的リズムが共存している． 旋律がドゥー

ダ音型よりも低い音域でう ごいているのは Ｔ‐５～８，１７～２０，２９～３２，６５～６８，７７～８０であり， これ

らはロンド的な回起の書法によっている． 形式は序（４）Ａ（４）Ｂ（８）ＡＢＡＩＩ：Ｃ：１１（８）Ｄ（８）Ｅ（８）ＡＢＡ

（６）Ｃｏｄａ（４）， 詰りロンド風である． Ａ（５～８） は第１拍アクセント， Ｂの前半（９～１２） が第３拍ア

クセント， 後半（１３一１６）は第２拍アクセント， Ｃ楽段はＴ．３４と３５，３８と３９が第２拍， Ｔ‐３９と４０

は第３拍アクセントというように変化が激しい． この様相を予示しているのが序奏のアクセント

「「「１「宵 庁「「ｌｒｒｄ「「「１なのである． Ｄ部分は一転してなめらかであり， 保続音ｈｌが

１７「ヤｐ十「７「”「７“１７「・という音価によって右手に現れユニークなリズムを生んでいる．Ｅ部分

（Ｔ‐４９～６３） では左手和音の下降的クロマティシズムに対して右手が上昇的反進行でもって静かな

る緊張をつくっている． 序奏の個性的リズム， Ａ・Ｂ・Ｃ楽段の躍動性に対する中間部のデリケート

な流れが暗い影を宿さずに微細な光沢とうるおいを感じさせるのである． 第４番はささやかなり一

ト風の４声体であり， ソプラノとテノールは終始旋律的， 対位法的であるが， 他の２声部は保続音

的であり， 充填的役割りをになっている． Ａ楽節は第２拍アクセントと第３拍アクセントが交錯す

る． マズレックとクヤヴィアックの混合であるが， オペレック的なプレストの性格を有している．

変ホ短調・３部形式の曲であり， Ａ楽節のアルトがｇ１， 即ち根音と長３度の関係にあって響きを暗

さから救っている． ソプラノは自然的短音階に立脚しており，Ｔ‐４の第２拍ｄｌのみを例外としてい

る．４十４は前後共全く同じであり，Ｂ楽節の４＋４ではソプラノのみが若干の変奏部分をもつが，概

ね前後が同一である． アクセントは第３拍のみであり， アルトにはｇｅｓｌ‐ｄというＦ．「ＦＦ‐Ｐのきざみ

によるクロマティシズムがあって反復されている． 地味な多声リート形態の短かい（２４小節）もの

であるが， 内観性をかんじさせる充実した作品である．（譜例１，１１，Ｉ

　

Ｄ）

　

〔１１〕 作品七のマズルカ

　

ｏｐ‐７の５曲は１８３０年から翌年にかけてかかれたものであり， 今日では第２番と第４番に２種類

の楽譜がみうけられる． 第１番は形式が単純であり， 組成もソプラノ旋律と左手伴奏という単調な

ものであるが， 旋律素材の全体が明るく躍動的であり， かつ印象深いためか最も大衆性をかちえて

いる｛２｝‐旋律進行においては Ｔ‐５～６のｇ２‐ａ１とｄ２‐ｅｌ，Ｔ‐９～１０のｂ２‐ａ１とｆ２－ｅ１という７度跳躍が個

性的に連続している． Ａ楽節のマズレック・リズムに対してＢ楽節とＣ楽節はクヤヴィアックであ

り， Ｃ楽節は ドローン・バス（ｂ‐ｍｏｌｌ， Ｇｅｓとｄｅｓ）に支えられてソプラノにジプシィ 風の増２度～短

２度という組み合わせを含む下降性素材を連用している． この曲の手稿にも反復について若干の

異った例がみられる． そのひとつはＲ‐Ｆ１ｏｅｓｈｅｉｍの個人所有による作曲日付のない手稿譜であり，
ここには反復の様相がはっきりとしている． もうひとつの手稿はワルシャワの国立図書館蔵のもの

である（３）．これは自筆譜と異る．自筆譜の形式はＨ：Ａ：１ーＢ”：ＡＩＦＣ１ｆ：Ａ：”であるが，更に他のいくつ

かの写本をみると反復の様相が一定していない．なかにはＤａｃａｐｏをＢの尾部につけたり，Ｃの尾
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塚

　

夏

　

生

部につけたりといったぐあいである． 自筆譜ではＴ．４４にＦｉｎｅが記入されているが， 校訂譜ではＡ

ＩＥ：ＢＡ：１１１：ＣＡ：１１となっている． 快活で夢の多い， 希望にみちた曲である‐

　

第２番にはｏｐ．７ｎｏ．２ａとｎｏ‐２の２つの楽譜があり，前者を改筆したのが後者である．前者にはイ

長調の序奏があり， 主音と属音 （Ａとｅによるドゥーダ音型に支えられて活発な民俗舞踊的な右手

が８小節つづく． ここには ＤｕｄａまたはＢａミ抑ｉｐｅと記されているが， 後者では彼自身によって序奏

がとり除かれ， 更に最後にＤ‐Ｃ‐ａＩＦｉｎｅが付加 さ れている． Ｆｉｎｅは Ｔ．１６に記さ れている が，

Ｄｕｂｏｉｓ－○’Ｍｅａｒａ版では Ｔ‐３２に記されてある． ｎｏ‐２ａとｎｏ‐２とは旋律ｅｔｃ‐に少なからざる相異点

があって改訂の意図がよくわかるのである． 前者が〈序＝：Ａ．Ａ２：１１１：ＢＡ２：１１１ＣＤＣ〉であるのにたいし

て後者は〈＝：Ａ，Ａ２：１ｌｉ：ＢＡ２：ＬＩＣー１：ＤＣ：１ＩＡ．Ａ２〉．また最後の部分が＝：Ａ，Ａ２：１１となっている版があり，
デュボア版では更にＢＡ２が後続している． Ａ・Ｂ両楽節はイ短調のオペレック型， Ｃ・Ｄ両楽節はイ

長調のクヤヴィアック型であり，前者にはｖｉｖｏの快活さと甘い夜想曲風のあじわいがあり，後者に

は内声部に半音階法が施された明かろくなごやかな流れがみられるが， Ｂ楽節にも半音変化の浪漫

派的和声および同様の右手進行がみられる． 例えばＴ．２０～２４の上声部の第３拍をたどってゆくと

ｄ２－ｃｉｓ２－ｃ２‐ｈＬｂｌ‐ａ，そして Ｔ‐１８～２５の左手テノールにはｇ１‐ｆｉｓｌ‐ｆｌ－ｅＬｅｓｌ‐ｄｌ‐ｃｉｓｌ‐ｄｉの潜伏的下降

線があり， それに付随して低声部にも順次下降線がみとめられる． 更に Ｔ‐３３～３７と Ｔ．４８～５２のア

ルトにも下降的半音階法が適用されて滑らかな流れと柔らかな肌合いをかんじさせる． Ｔ‐４２，４４，
４６が第１拍アクセ ントであるのに対して， Ｔ‐３，５，３７，３９，５１，５３，５５は第３拍アクセント， そして

Ｔ‐３２～３９と４９～５５のバスもまた同拍のアクセントによっている． 更に冒頭旋律の形状およびＢ楽

節のそれにも第１拍アクセントが支配的である． 一見単純な情緒内容の小曲のようでいてきわめて

変化にとんでいるのである．

　

第３番・ヘ短調の序奏８小節の前半はテムポとアクセントの両面からみてマズレック風であり，
Ａ楽段は幾分活気をもつオペレック風， Ｂ楽段は旋律の音域が狭く， 跳躍もない地味なクヤヴィ

アック風，Ｃ楽段の曲想は急変するがマズレック風，Ｄ楽段はバス旋律主導のクヤヴィアック風の様

相を呈している． 形式は序（８）Ａ（１６）Ｂ（１６）Ｃ（１６）Ｄ（１６）Ｐｓｇ（４） 序（８）Ａ（８）ｃｏｄａ（１３）． 全１０５

小節からなるこの曲には（ィ）バス主導が序奏とＤ楽段（ロ）左手和絃の１０度音程幅をもつアルペッジョ

（Ｔ．９～１４， １６～２２， ４１， ４２， ４５， ４６， ４９， ５０， ５３， ５４， ８５～１０５）という２つの特徴があり， 曲想が

印象的である．Ａ・Ｂ両楽段には幾分感傷性もあるが， Ｔ‐５７～７６と７８～８４には内観的深味がかんじ

られる‐ショパンの再現的コーダは既にｏｐ‐６ー３においても明らかであるが，ｏｐ．７ー３においては回

想的効果を企図している． 年を追うにしたがってショパンはマズルカにはっきりした終結感をもり

こむべく個性的書法を確立してゆく． それは次第に長く， 複雑になり， 時には機智に富み， 輪郭の

明瞭な新しい素材を付加することもあった． それが内容の充実に資していたことはいうまでもない

のである‐ 第４番↑変イ長調は１８２４年にかかれ，１９３０に出版されたｏｐ‐７ｎｏ‐４ａの改作である． こ

の曲はもともと友人の ＷｉｌｈｅｌｍＫｏｌｂｅｒｇ（１８０９～７７）のためにかかれたものであり， 原稿はワルシャ

ワに保存されてある（４）． ここにみられる形式は＝：Ａ：ＨＢＡＣＤＡであるが， 出版されたものにはＡＡ

＝１：ＢＡＡ：ー１ＣＤＡＡ’及びＡＩー：ＢＡ：１－ＣＤＡ’というのがある．ｎｏ．４ａは元来作品番号をもっていなかっ

たが， 後年整理されて番号がつけられたのである（５）． この楽譜の形式はＡ（１６）Ｔｒｉｏ（１２）Ａ， 即ち末

尾のダル・セーニョによる三部形式であり， 短かいが変化に富んでいる． トリオ （変ニ長調） の末

尾にはイ長調による４小節の異質な素材が挿入されている． さて改作譜のほうに話しをもどすと〈８

１１：８十８：＝８＋４＋８〉のため配分はよいが， ショパンは Ｔ‐２４， ３２，３６に複縦線を用いている． これは

頻繁な曲想の変化に依拠したものとおもわれる． Ｔ‐２６，２８，３０，３２の左の和絃にｄｅｓ”ｅｓｌの９度

音程が連続するのも特徴のひとつである．－Ａ楽節の左手には第２拍アクセントに続いて第１拍アク
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セントが用いられ， 右手旋律はオペレック的速さと快活さが目立つ． Ｂ楽節は右手が第３アクセン

トであるのに対して左手は第２拍アクセントであり， 気分はマズレック．Ｃ楽節は第３拍アクセン

ト，上述の９度音程を含む左手の和絃およびｄｅｓとａｓのオスティナート的用法が田舎の風情をひび

かせている． Ｄ楽節はイ長調への急激転調と楽想の異質性を特堆致としており， 前と後の楽節の活性

に対して ｍｏｌｔｏｒａｌｌｅｎｔａｎｄｏ，ｓｏｔｔｏｖｏｃｅ，ｓｍｏｒｚａｎｄｏ等の指示および音形の特異性の故に即興性を

もつマゾヴィエ地方の踊りを紡報とさせるものがある‐ 異 楽節はＡ楽節と似而非であって音量の

相違点および休符とフェルマータによる終結的緊張の付加などからみてｃｏｄａといってもよいもの

である． 全体としてはアクセント位置が多様な個性的リズムをもちながらも素朴かつ可憐な楽想が

支配的である． 第５番・ハ長調は全部で２０小節という短かい曲であるが末尾のＤａｌ

　

ｓｅ鱒ｌｏ

　

ｓｅｎｚａ

ｆｉｎｅの指示からみて， その時， その場の状況に応じて幾度も反復する可能性を示しており， いかに

も田舎の踊りらしい． まず属音の序奏低音（１～４）の後に単純な和声と素朴な旋律（前半がハ長調，
後半はト長調），右手が第２拍アクセント，左手は第３拍アクセント，全体はｖｉｖｏ，あたかもオペレッ

クとマズレックが同時に流れているかのようなユニークさのひびきがする．（譜例

　

５と６）

　

〔ｍ〕 作品十七のマズルカ

　

ｏｐ‐１７の４曲は１８３２～３年にかかれ，翌・３４年に出版された（６）‐第１番変ロ長調は６０小節からなる，

活力にみち組成的充実感あふれた作品である‐ 形式はＡ（ａｂａｂａ）Ｂ（ｃご）Ａであり， 最初のａの後に

複縦線， Ａ楽段の末尾にＦｉｎｅ， Ｂ楽段の末尾にＤ．Ｃ．ａＩＦｉｎｅ， そしてＢ楽段（下属調）の頭にはＥｓ－

Ｄｕｒの主和音による４小節の間奏がある‐Ａ楽段は堂々として光かがやく楽想で貫かれ，ａ楽節には

第１拍アクセント（前半）と第３拍アクセント（後半）の両者があり，ｂ楽節（属調） では第２拍ア

クセントが支配的である． ａ・ｂ２つの楽節を較べると後者のほうが前者よりもはるかに重量感があ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＃
り， 更にここには強拍に不協和音の使用 が目立つ‐ 例えばｂ楽節・Ｔ．９～１０は Ｆ：Ｖ‐Ｖ７－Ｖ．３‐Ｖ，．

－Ｖ，３－Ｖであり，全ての和絃が明瞭にそして重々しくひかれるべきところなのである‐しかしこれら

は固執的属７和音の上に流れるソプラノの変化によって生じたものと解することも可能であるため

に， 格別の新手法ではない‐ また Ｔ‐１４～１７は Ｆ：Ｖ７‐Ｂ：Ｖ７‐Ｅｓ：Ｖ７－Ａｓ：Ｖ７‐Ｄｅｓ：Ｖ７－Ｅｓ：Ｗ７－Ｃ：Ｖ７‐Ｆ：

Ｖ７－Ｂ：Ｖ７－Ｅｓ：Ｖ７というように諸調のＶ７和音を連続的に用い，その間にアルトとテノールが半音下

降をつづけるという極めてこみいった技巧を駆使している． Ａ 楽段（１～４０）がｒｉｓｏｌｕｔｏであるのに

対してＢ楽段 （４１～６０） はｄｏｌｃｅであり， 下属調に転じている‐ 左手のみによる４小節の間奏およ

びそれにつづく左手のリズムは３拍子系のものであるとはいえ，２拍子系のニュアンス（２／４または

　　　　　　　

　

　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　

　
６／４） をもかんじさせる． 即ちＪｒ」臼÷」「型の連続 （４１～５０，５３～５８）及びＴ‐５１～２の右手「「「「

□÷「山÷は多様な把捉の可能性をもっている． 後者はクロマティックな動機的下降があり， それに

よって左手とのあいだに生ずる不協音程を敢て避けていない．Ｔ‐５０～５３のソプラノｃ３－ｈ２ ２－ａ２－ａｓ２

－ｇ２の半音下降列はＴ‐５９～６０において集約されている．Ａ楽段の右手は概ね重音によって分厚いひ

びきがだされているのに対してＢ楽段のそれは単音によるさわやかな情緒をかもしだ‐している．短

２度下降音列は Ａ 楽段ア ルト声部の Ｔ．１４～１７のｅ２－ｅｓ２‐ｄ２‐ｄｅｓ２‐ｃ２－ｈｌ‐ｂｌ－ａｌ－ａｓｌ， Ｔ．２１～２３のｃ２

‐ｈｌ－ｂ－ａ，Ｔ‐３０～３３のｅ２‐ａｇおよびテノール声部の Ｔ‐１４～１７，３０～３３のｂｌ‐ａｌ‐ａｓｌ－ｇＬｇｅｓｌ－ｆｌ－ －ｅｓｌ

などにもみられ， 両内声にそれとなく半音下降列が潜んでいるところに特当徴がある． 曲想における

両楽段のコントラストが印象的である．

　

第２番・ホ短調はＡ（１２十１２）Ｂ（８十８十１２） Ａ（８＋８）． 中間部はハ長調であるが， Ｔ‐３１ではホ長

調の１とＶ７が用いられ，Ｔ．２５～６と２９～３０の左手には平行５度の連鎖もみられる‐ 更にＴ‐３９～５２

においてはバスにＧ音のオスティナート及びその上の３声部に半音の変化音とクロマティック進
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行を多用している．このようにして調性的不安定感を連続させることによってＡ楽段の美しさとは

対照的な複雑なテクスチュアを展開している．Ａ楽段には第１拍アクセントと第３拍アクセントが

混在し， Ｂ楽段では第３拍と第２拍のそれが共存している． Ａ楽段のクヤヴィアック風， Ｂ楽段前

半のオペレック風，後半のマズレック風な様相の変化のうちにショパンの佳き計算の姿がみられる．

Ａ楽段の繊細な美とＢ楽段の感情的安定のコントラストもまた著しい．
第３番・変イ長調はＡ（１６）＝：Ｂ（８） Ａ（１６）：１ＩＣ（１６）ー１：Ｄ（８）Ｃ（１６）＝：Ｄａｌｓｅ鱒〕ｏａＩＦｉｎｅ‐という複

合３部形式， Ｃはオペレック風であるが， その他の楽段はマズレック風である． 調性はＡｓ：ｂ：Ａｓ：

Ｅ：Ｈ：Ａｓ：ｂ：Ａｓ：であり， 中間部への転調は異名同音によっておこなわれる． Ａ楽段では第３・第

１拍アクセントが支配的であり， 第２拍アクセントも若干 （Ｔ‐６～８） みられるが， Ｂ楽段は第３拍

のみである．Ｃ・Ｄ楽段はアクセント記号およびそれ以外の旋律特性と伴奏の位置からみて第２拍と

第３拍のアクセントが交互しており，更にじむとバスの第１拍も加わってリズムが複綜している・

特にＣ楽段ではそれが旋律の特異性と結びついて極めて個性的様相を示している． またＴ‐４０～５０

にはソプラノとテノールの間に平行６度関係があるが， それらにはリズム上のずれがあるために－

見わかりにくくなっている． 譜例１０と１１のようにここには伏線があり， その最も長いものとして

は Ｔ‐４０～４２の右 手ｄｅｓ２→ｅ１と 左 手ｆｌ→ｇｉｓ， そ の ほ か Ｔ．４２～４３の 右 手ｅ」ｇｉｓｌ－ｈ
１と 左 手ｇｉｓ－ｈ

‐ｄｉｓｌ， Ｔ．４３～
・
４の右手ｈｌ‐ａｉｓｌ‐ｇｉｓ

１と左手ｄｉｓ」ｃｉｓ」ｈ， Ｔ．４５～４６の右手ｃｉｓ２‐ｆｉｓ２‐ｃｉｓ２と左手ｅＬａｉｓ

－ａ等々の音脈が潜伏している． リズムにおいては Ｔ．４１，４５，４９，５３，５５の左手第１拍は弱められる

か休符にされるかによって特性がつよめられる． Ｔ‐４０～４１と４８～４９のように動機的結節感をやや

よわめたり，ぼかしたりすることによって流れがよくなってるいる場合もある｛７｝．Ｄ楽段はロ長調で

あり， Ｔ‐４９と同じｇｉｓｌで始まっており， ４本の上昇音階は共にｄｉｓ３で頂点に達する． Ｔ‐８０（再現の

前） のｅｌはタイによって異名同音のｆｅｓｌにつながるが， これは ハ 記号のためにリズム上は上拍感

が明瞭でない． 冒頭のｃ２による第３拍開始とは大きく異っている． Ａ・Ｂ両楽段は切分音の多用に

よって右手のアクセントと左手のそれがずれているための緊張感が目につく．Ｂ楽段Ｔ‐１８，２０～２２

の左手Ｂ→ｆ→ｃｌの和絃は完全５度の堆積，Ｔ‐５７，５９，６１，６３のｆｉｓ→ｈ→ｅｌは完全４度の堆積で

あり， 非西欧的なそのひびきがいかにもショパンらしい内声の半音変化和音のフレーズと並列して

いる．大変デリケートな心象を音楽素材によって示してくれるのである．（譜梱ｇ７，８，９，１０，１１）

第４番・イ短調Ｌｅｎｔｏｍａｎｏｎｔｒｏｐｐｏは哀愁をおびた夜想曲風の楽想が延々とつづく１３２小節か

らなる長いマズルカである．対位法的な緊張はみうけられず，右手の１５連音，６連音ｅｔｃ．の形状が

特に彼自身のノクターンと共通している． 形式は序（４）１ＩＡ（ａａ７ａずず， 各８小節）Ｂ（８） 異（〆〆）

１一Ｃ（ｃｃ’ｃｃ”， 各８小節川 異’（ａａ”）Ｃｏｄａ（８十８十４） 序１１である． 序奏とＡ・Ｂ楽段， 計６０小節のな

かで主調のトニカが現れたのはＴ‐２０，３８，４１のみであり，ここでは３小節を占用してＩＶ‐Ｖ‐１の完

全終止形をとっているとはいうものの， 構造的不安感と旋律の哀調， 和声の半音変化などが目立つ

なかでの和声的保続音も多用され， 全体としては堅固さを維持している． Ａ楽段は第１拍アクセン

トであり， これは旋律内のアクセントのみならず和音の流れにおける第１拍の役割りが， 前小節の

和音を決してうけつぐことなく変化して新しいひびきをもたらしていることによって明確に示され

ている． Ｂ楽段に入ると第３拍アクセントが支配的となる． しかし調性は変らずテムポも同じ， 曲

想のみが中味の濃い下降性クロマティシズム素材によって充実している．Ｃ楽段Ｔ‐６１～９２は同主調

Ａ－Ｄｕｒであり， 長調による明るさに変るがやはり主音（イ）と属音（ホ）が背骨となっていて， 曲全

体の統一に資している． ここでは民俗音楽によく用いられるドローン・バスの３０小節におよぶ長々

とした固執が特徴である． 静かなうちにも厚味を感じさせるこのペリオーデにおいて第２拍にアク

セントをみるのは数カ所のみであり， そのほかは第１拍が中心である． しかし強弱を明確にするこ
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となく， 概ね漸次的変化を旨とするべきであろう． ８小節毎の反復的フレーズを４回つづけながら

次第に高揚し，Ｔ‐９２で元のイ短調が回起する．左手はＡ音とｅ音の完全５度を連続させているがＴ‐
６５～７， ７３～６，８０～８３，８９～９１などではＡ→ｅ→ｈという 〈五度堆積和絃〉の連鎖が明瞭化され，
益々民俗的傾向がつよくかんじられる．
Ｃｏｄａ（１０９～１３２）は第３拍を主とするが， 第１拍アクセントをも含む混合形であり，内声部には半

音変化進行があって和音の流れがなめらかである． 最後の４小節は序奏と同じであるために作品が

トニカで終ることなく，主調のＶ１６でおわるという珍らしい終結である．この序奏に含まれているｈ

‐ｃｌ‐ｄｌの素材は主要主題の開始の３つの音と同じであり， また同じく Ｔ‐３～４のｈ‐ｃｌ‐ｄｌ‐ －ｆｌは

テーマのＴ‐６～７のｈＬｃ２‐ｄ２－ｅ２－ｆ２の８度下を流れるものであるため，結尾の場合も序奏はテーマの

再現を暗示して消えゆく役割りをになっている．そして最終和絃のなかのｆｌは前３小節の同じ音の

保続とみることができるとはいえ， とにかくａ‐ｃ」ｆｌのひびきは真の終結を意味するものではなく，
なにかしら大きな余情をのこしたままのきえかたである．これはこの作品の冒頭ａ－ｈ‐ｆｌの非安定的

ひびきと深い関係にあり， 浪漫的詩情表現がこのような非解決的終止和絃をうんでいるのである．
さてこの結尾句を細かくみるとＴ‐１１５～６，１２３～４の上声部には第１テーマの頭部が用いられ， Ｔ‐
１０９の動機は半音下がってＴ‐１０１，更に半音下がってＴ‐１０２に用いられている．半音下降の音列は更

に Ｔ．１０９～１１５の左手ｆｉｓ→ｄ， 同じく左手のｃｌ→ａにもみられる． 更に潜伏的半音音列が Ｔ‐１１０か

ら Ｔ‐１２１に至る過程においてａｌ→ｃｉｓｌの範囲で用いられる．これは Ｔ．１１１と１２０を除く各小節に１

音ずつ配置されているため顕在的ではない． 斯様にクロマティシズムの複合性が現れた極めて技巧

的な書法がみられるのである． また減５度関係と増４度関係も多く， Ｔ‐１０９の右手のａｌ‐ｄｉｓｌ， 左手

ｃｌ－ｆｉｓｌのほか Ｔ‐１１１のｄ－ｇｉｓ
ｌ
，ｆ－ｈ， Ｔ．１１３のｃｉｓ２‐ｇ，ｅ‐ｂ， Ｔ．１１４のｆｉｓｌ－ｃ２，ｅｓ－ａ等々が組成原理に

従がって用いられている． コーダに支配的な左手の形態はワルツ的なものであり， 更に第１拍をｒ・

で通す書法もこの曲内の他の箇所では現れなかったものである． 上記の全ての意味においてこの

コーダはユニークなものといえるのである． 全体をかえりみると， 非常にゆったりとして情緒豊か

なＡ楽段， 重厚な味わいが展開してゆく中間楽段， 内観性を秘めたコーダのそれぞれが手堅い書法

によって特異性を発揮しているのである‐（譜例１２，１３）

　

〔ＩＶ〕 作品二十四のマズルカ

　

ｏｐ．２４の４曲は１８３４～５年にかかれ， 翌年仏・独・伊の３ヵ国で出版された（８）． 第１番・ト短調は

夜想曲風のレントであり，開始部にルパートの指示がみうけられる．曲頭にｒｕｂａｔｏを冠したマズル

カは前期としてはこの曲が初めてであり， 曲中のルバートはｏｐ．７ー１，７－３，ｏｐ‐２４－２等にみられる

のみであるが，これも大いに注目すべきことなのである．形式は１１：Ａ（１６）Ｂ（１６）：１ＩＣ（１６）巽（８）ｃｏｄａ

（８）１－であり，Ａ楽段では第１拍アクセントの箇所と第３拍のそれが６対４である．Ｂ楽段は平行調

（変ロ長調） に転じ， アクセントは第１拍， 第２拍， 第３拍の割合いが各々４対１０対５に変り， リ

ズム形態も異ってくる‐ 下属調によるＣ楽段では更に曲想にはずみ力功ロわり， 和声的厚味とアクセ

ントキ白の多様化が顕著となる．即ち 髪楽段の王提要リズム 製 十 軍 」」１ 川 柳 」月であるの

　　　　　　　　　　　　　　　　　

′３、
に対してＢ楽段のそれは 〃刀 自 打つ」ゞ リブな‐川 打つＪＬＣ楽段の場合は』デコ」．月 別」．

川写せ ‘であり，楽段がＡ→Ｂ→Ｃと進むにつれて活発化してくるのがわかる．Ｔ‐４８のアル

トｃｉｓｌは前のｄｅｓ１と異名同音であり， これを敢て用いることによってこの和声は Ａｓ：Ｖ７‐ｇ：１工手Ｖ７

の進行となり，もしこれを用いなければｅｓ‐ａ‐ｄｅｓｌ…ｇ１となり，理論的整合性が失なわれるのである．
Ａ楽段のソプラノには増２度進行が生々しく現れる．Ｂ楽段はソプラノの下降性順次進行素材から

なり，Ｔ．１８のｇ２からＴ‐２０のｄ２に至る下降音列がＴ．２２～２４のテノールにおいて単純化されて現れ
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るとき，ソプラノはｅｓ２からｆｌに至る順次的下降線をたどる．Ｃ楽段もまた概ね下降的である．全体

をみるとＡ楽段は哀調， Ｂ楽段は明朗， Ｃ楽段は躍動という特質をもっている．

　

第２番．ゾ・長調は序奏＝Ａ（ａｂｃａｄ）１１Ｂ（ｄｄ）”Ａ（ａｂ）ｃｏｄａであり， 各楽段の小節関係をみると

序奏（４）Ａ（８＋８十１６十８）Ｂ（１６十１６） Ａ（８＋８）ｃｏｄａ（４＋④＋８） となっている． ④は序奏と同形で

ある‐ 序奏とコーダの左手は全て平行５度であり， この関係はＢ楽段にも形を変えて存在する． 更

に寸楽節・１６小節中の１１小節が右手に空虚５度を連打的に用いており， 序奏の要因がこの曲のい

たるところで生きているのがわかる．ａ楽節は第３拍アクセント，ｂ楽節は第３拍を主とするが，第

１拍アクセントが２ヵ所， Ｃ楽節では旋律形がａ楽節と類似しているが， より複雑であり， 第３拍

と第１拍そして時には第２拍に重点がおかれる多様なアクセントによるリズム的多元性が求められ

ている．Ｂ楽段への転調は遠隔調への急激なものであり，ｃ２→ｇｅｓ１という増４度下降跳躍によって

ハ長調から変ニ長調（Ｖ７）へと移る．Ｔ‐６０～１，６４～５，６８～９のソプラノには長９度の跳躍，Ｔ‐７３～８７

の左手旋律にはｆ－ｃｅｓの増４度跳躍が１２回も用いられている． 後者においては右手にＴ．７３～４，
７７～８，８１～２，８５～６の空虚５度の連打が用いられ，ひびきがユニークな不協和性をもっている．ア

クセントはＴ．５７～６８が第３拍支配であり，Ｔ．６９～８８は更に第１拍のそれが支配的となる．再現部へ

の転調には異名同音法ａｓｌ‐ｇｉｓｌ（Ｔ‐８７～８）及び半音法（ｅｓ－ｄ）が用いられており，ｃｏｄａ（Ｔ．１０５～１２０）

には序奏の組成法が再現し， 数多い休符の用法には終結へのアプローチの気分がよく現れている‐
明るいなかにもゆたかな個性的書法がいかされた注目すべき作品である． 第３番・変イ長調はわず

か４３小節の小品であり， ６小節単位の楽節構造およびｆｚをもつフェルマータによる最頂点音の強

調（Ｔ．６，１０，３０，３４の第２拍）が著しく目立つ． Ａ楽節その他の小節においても第２拍が強調され

る場合が多く，モデラートの速さ共々マズレック風の性格をかんじさせる．形式は１１：Ａ（６＋６）：１１１：Ｂ

（２＋２十２＋２十４）Ａ（６＋６）：川：ｃｏｄａ（８）１１である． Ｂ楽節は２小節単位の下降傾向をもつレガートで

あり， 左手和絃のリズムは１「 ７」行Ｇ７」？↑「７灯β７「「Ｔ 方「 少７」＆」 研 摩となっている．
右手はなだらかな２小節単位の動機である「”「ｌｒ「「「１を３回連続的に用い，次に納めの動機と

してｒ轡ｒ「１ｐ「－門 化 ：ｖ）を付加している． ここにはクロマテイシズムを伴った変化和音の和

声進行 （Ｔ‐１３～２０） による左手のうごきがあって， それが極めて個性的なリズムに則っているため

非常にユニークな楽想がうまれる． 即ちここには左右のリズム対位法が顕著であり， 更に音程関係

についてはソプラノとバスが同方向進行， アルトとテノールがそれに対する反進行をおこなってい

る． 左手のアクセントは前記のリズムが示すごとく， 第１， 第２， 第３拍がそれぞれの箇所におい

て受けもっているため，左右のリズム関係が複雑なものとなっていく．アルトはａｓｌからｅｓｌに至る

下降的半音音階を２回たどってからｄｌからｈｌに至る半音音階的下降がつづき， これに対応してバ

スがｃ－ｈ， ａ－ｂ， ｇ‐ａｓ， ｈ‐ｃ， ａ‐ｂ， ｇ‐ａｓ，ｆ－ｇ， ｅ－ｆ， ｄｅｓ‐ｃの進行をおこなう． ここに現れる和声は

　　　　　　　　　　　　　　

ｂ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｂ
Ａｓ：１－Ｃ：－Ｖｎ亨１‐ｂ：Ｖｎ １‐Ａｓ：Ｖｎ亨の進行を２回おこなってからｆ：１１０－Ｖ８‐１－Ｖｇ－１－Ｃ：ＶＳ－ “こ

移ってフレーズをまとめている． ８小節からなる結尾にはワルツ的快活さがあり， 曲全体には無邪

気さと複雑さのコントラストがはっきりしている‐

　

第４番・変ロ短調はマズルカとしては規模が大きくｒ１３６小節からなっている． 序奏（４）Ａ（８＋８）

１１：Ｂ（８十８）Ａ（８＋８）：１１１：８：＝Ｃ（１６十１８十４）Ａ（８＋８）ｃｏｄａ（８十８十８十８）． 原譜はワルシャワ国立図

書館（Ｍｕｓ‐２１６）に在り， そこではＴ‐２０， 即ちＡ楽段の末尾に反復記号がついており， 更に厩÷ と

してひと小節がみられるが，後に改訂されて省かれ複縦線のみとされ，その際にｂｌの音にタイが付

加された．既にｏｐ‐７－１，ｏｐ‐２４一１にみられたような増２度進行がここでは Ｔ‐５３～６において目立っ

ている． 序奏とＡ楽段に対位法的組成・がみられ，Ｃ楽段にあっては素材の転調的労作が顕著といえ

る．Ｔ‐１～１２ではアルトがｆｌから半音階的順次進行によってｇ２まで上昇するのに対して，ソプラノ
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は同時にｆ２から半音階的順次進行によってｄｅｓ２（Ｔ‐６）まで下降する． 序奏におけるこの反進行は音

長の繰作によって拍節が相互にずれてうごくため， 流動性と対位法的緊張を表わしている． 更に続

くテーマにおいてはソプラノとアルトに線的処理が （Ｔ‐１３～８） なされ， それは更にＴ‐４５～５０にお

いてアルトの旋律に一層の個性化をもたらす．この複雑さへの対比をなしているのが続く経過句Ｔ‐
５３～６０の８度ユニゾンの単純形（後半の４小節は和声形態をとってはいるが原理は単純） であり，
緊張の緩和に役立っている． Ａ楽段には第３拍アクセントの箇所が最も多く， 更に第１拍アクセン

トも数カ所あって両者の混合性をなしている‐ Ｂ楽段・変ニ長調 （平行調） のアクセントは第３拍

が支配的であり，第１拍のそれは要所とはいえ２箇処のみである．Ｔ‐２４～８と３２～６ではソプラノと

アルトに半音階的でゆるやかな下方移動がいかにもショパンらしい． 上述の増２度のユニゾンは経

過句 Ｔ‐５３～６０ｓｏｔｔｏｖｏｃｅにみられ， この楽句は緩衝的役割りを果たすと同時に東欧的な香り－をも

ただよわせている‐ Ｃ楽段（Ｔ‐６１～９８）のテーマの後半（Ｔ‐６３， ６７ｅｔｃ‐）には Ｂ 楽段の Ｔ‐２８のモチー

フがいかされている． この楽段では第２拍アクセントが支配的であり， モデラートのテムポもまた

マズレック風の流れをつくっている． 転調はソナタの展開部にも似た動機労作と結びつき， 更にク

ロマティシズム及び長９度， 短９度， 短７度ｅｔｃ．の跳躍進行丁とも一体となっている． 主調によった

ｃｏｄａ（１０５～１３６） には狭い範囲（ｆ２～ｄｅｓｌ）をうごく 臼”「ｌｒｒｐｌの素材のくりかえしがあり， Ｔ‐
１２８のフェルマ▼夕で－旦とまる． この 森 記号の前後のフレーズにはｒｉｔｅｎｕｔｏ，ｃａｌａｎｄｏ，ｍａｎｃａｎ‐

ｄｏ，ｓｅｍｐｒｅｒａｌｌｅｎｔ．，そしてｓｍｏｒｚａｎｄｏなどの語があって音楽のせんさいな様相が手にとるようで

ある． 即ちこの長大なコーダは多様性にとみ， ハ の後は同主長調（１２９～１３４）によってコーダの主

要動機を呈示する‐ Ｔ‐１３５～１３６の単音によるしめくくりがきわめて印象的である．
総じてこの曲は序奏からＡ楽節の入りが内声と上声との結びつきによる主題形成をなすという

高度の書法を駆使しており， それがＴ‐１３以降になって上声のみによる主旋律（アルトは対旋律）に

まとめられるのである． コーダの素材（右手）は前曲ｏｐ‐２４ｎｏ‐３のテーマと同じ音長関係（目「「・「，
臼「「－β， ”「β）にあり，Ｃ楽段の主要動機〔吉 日与 耳 もまた前脚こ幾度も用いられており， 両

曲共がモデラートのテムポという共通点をも持つ． 以上のようにこの曲には多様な書法に加えて

デュナーミクの配慮もこまやかになされ， ショパンの作曲能力の高さが充分にもりこまれているの

である．（譜掴９

　

１４，１５，１６）

　

〔Ｖ〕 作品三十のマズルカ

ｏｐ‐３０の４曲は１８３６～７年にかかれ， ヴュルテンベルク公の妃マリアに献呈された（９）． 第１番・ノ、

短調はＡ（８＋８）Ｂ（８十４＋８）異（８＋４）ｃｏｄａ（４十ユ）， 僅か５３小節の小品である． 譜面が希薄にみえ

るのは音の数を極端に制限し， 求心的充実度をたかめようとする意志のあらわれであり， 使用音域

がせまく， かつデュナーミックによる表情の拡大をさけているためである． Ａ楽段は淡々と流れる

地味なクヤヴァックであり，Ｂ楽段は音素材がより一層整除されていながらもｃｏｎａｍｍａとなり，
Ｔ．１６と２４の第３拍， Ｔ‐１７， １９， ２５， ２７の第１拍後半 （上拍） の２分音符などにアクセント記号が

ある． 更にフレーズの頂点を第２拍に充当しているのが Ｔ．１８，２０，２６，２８， それを第１拍に用いて

いるのは Ｔ‐２９，３１，３３，３５，３７， 即ちリズムの多様さの点において緊張をはらんでいるのである‐
Ｂ楽段 （１７～３６） の楽節構造はｂｂ’＋ｃであり，ｃ楽節は変ホ長調からハ短調への転調が同一音型の

７連続のなか で行われれている． Ｂ 楽段の開始 Ｔ‐７～２０の和声は Ｅｓ：Ｖ１６－１１６－Ｗ２‐１１－Ｖ９－Ｖ．３‐Ｖ７

‐１であるが，斯様な例は他にも時折みうけられる．この曲は短かいなかで感情の明暗が微妙に交錯

する逸品といえるのである．
第２番はロ短調（Ａ）， 嬰へ短調（Ｂ）， イ長調（Ｃ）， 嬰へ短調（Ｂ）となっており， 属調終結という変
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則的なおわりかたをしている．先述のｏｐ‐１７ｎｏ‐４の場合は主調にもどってＶ１６終っていたが，こちら

の曲は全く主調にもどることはないのである．即ち，形式上最後に一般的な意味におけるＡ楽段ま

たはその素材を駆使したコーダを欠いているためと解しうる． これらの２曲は古典的・伝統的均斉

の論理からのがれたロマン主義的自由さをあらわしているのである． Ａ（ａ十ａ）Ｂ（ｂ十ｂ）Ｃ（ｃ十ｃ）Ｂ

（ｂ＋ｂ）という， 各楽段が８小節からなる楽節を概ね反復する形をとうている．Ａ楽段は第２拍に重
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点をおく軽快な楽想をもち，ソプラノに下降性をもつ同型の小節動機」ＩＥ口」」１」幻が８連続的

にｐとｆの交互配置を伴って用いられ，その下降性はテノールにも及んでいる．第２拍に重心をおく

各動機の調性はｈ：－ｈｉｓ：‐Ｄ：‐ｈ：の関係が２回現れる． マズレック的楽想をもっている．Ｂ楽段は属調

に転じクヤヴィアック風の楽節の反復によって形成されている． ここに用いられている動機はそれ

自体／ 型であるが 臼÷「〔ゴ が１３回継続されるなかで漸次的上昇傾向をだとってゆくと同時に，若

干の変化和音を経ながらｐからｐｏｃｏ ａ ｐｏｃｏｃｒｅｓｃ‐……ｆによってもりあがってロ短調の完全終止

でまとめられる．Ｃ楽段においては ”「自 作 のモチーフが８回継起し，民謡的単純さを伴う終始

弱奏のクヤヴィアック的楽想が流れてゆく． これは躍動的なＢ楽節と対照的であり， なにかしら奥

床しさをたたえているようにおもわれる．

　

第３番・変ニ長調のテノール音域から始まる８小節の序奏はドミナンテ中心の単旋律であり，子．

１Ｐ１「ｒ１「”という前半につづく後半は対照的に小きざみの「ｕｆ「ー「にＵ１ 金 ロココ

１「「「”「１に変化する． ここにおける素材は後の楽節に一回も現れることがない． 形式は序奏

（４十４）１１：Ａ（８十８）：１１Ｂ（４十４十４十４）Ｃ（８十８）Ｄ（４十４十４十４）経過句（６）Ａ７（８＋４十４＋１）１ーＡ楽段に

彼自身の幻想曲ｏｐ‐４９のなかの重要素材とよく似た （調性は異る） 旋律で始まるが， リズムはマズ

レック的である．わずか１６小節のなかでｆ＜＞ｐｐ＜ｆｆ＞ｐｐ，ｆ＜＞ｐｐと変化する多様なデュナーミッ

クに特色がある． 音符は短かいものがほとんどであるが， ７回現れる２分音符は全てが第２拍に充

当されている．ｐｐ小節においては第六音の変ロが全て半音低い重変ロに設定され，フレーズの前半

と後半，即ち明と暗のコントラストを成している．Ｔ‐１３～１６の弱奏楽節に３回現れる増２度進行も

ユニークである． この楽段の右手が全て重音で流動しているのに対して， 続くＢ楽段（２５～４０）のそ

れは単音でもってうごき， 変ハ長調という長２度下の調性をとり， 第１拍主導型のリズムが支配的

となる．この楽段は前の楽段ｒｉｓｏｌｕｔｏとは対照的にやや軽快となるがｃｏｎａｎｉｍａの指示が活かされ

るべきであり Ｔ‐２５～２８と３３～３６が裁然とし， Ｔ‐２９～３２と３７～４０は指示通りのｄｏｌｃｅというコン

トラストをつけるべきところである．Ａ楽段の左手のうごきが単音ながらも全て跳躍しているのに

対して， Ｂ楽段のそれは動きになめらかさをもつ和絃が多く， ひと小節内で同和絃のみが用いら，れ

る小節が６例 （１６小節中）もみられる． その他の小節の左手も概ね原理的には同類であり， 互いに

隣接する小節の和絃の関係もなめらかである． 書法はｂ‐ｂ’ｂ‐ｂ’という反復形をとっている．Ｃ楽段

はうって変って デリカシィ が要求される． 先ずｓｏｔｔｏ

　

ｖｏｃｅで始まり， 左手の和絃連打にはｂｅｎ

ｌｅｇａｔｏの指示もあって， それと同時にＴ‐４１～４６には数多く保続音進行が加わるために極めて静的

である．Ｔ‐４１～５６の右手の８回現れる各モチーフは凸形であり， 全て第２拍に頂点をおいている．

これらは単３度ずつ上に移動する４箇 （Ｔ‐４１～４８） が次の８小節においては１オクターヴ上で反復

され， この楽段をまとめている． これらのモチーフはヘ短調のＷの減３和音を各々の頭部にもって

おり， Ｔ‐４１～４８の動機の頭の音をたどるとｅｌ‐ｇ１‐ｈｌ‐ｅ２である． このｈｌで始まるモチーフのみがＣ‐

ｄｕｒの調性を借りている．即ちこのＴ．４５～６の和声はバスを保続音とみる場合Ｖｎ‐１１‐１－Ｖ７－１とな

る．後半Ｔ‐４９～５６は再び躍動性をとりもどす．つづくＤ楽段Ｔ．５７～６４，６５～７２もまた前半が静的，

後半は動的というコントラストを形作っている． ここでは変ロ短調の４小節動機素材が反復的に移

され， 続く経過句をも含めて， 序奏の後半 （３連音を含む） にもとずいた素材反復によってかたち
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づくられている．この並行６度を多くもつ右手のＴ．６６～７６，左手Ｔ‐７３～７８の部分動機的処理はドイ

ツ音楽には多くみられるが， ショパンのマズルカでは稀である． Ａ楽段の最後の４小節は同主短調

すなわち変ニ短調（Ｔ‐２１～４）であり， これはＴ‐９１～４においても踏習されているが， 曲尾では最後

にひと小節付加され， 変ロ長調のトニカで結ばれることによって解決感が得られるのである． この

曲は全体をとおして極めてデリケートな心のうごきを絶妙な変化によってあらわしている‐
第４番・嬰ハ短調は序奏（４）Ａ（８十８十７十５）Ｂ（８十８十８十８）Ｃ（８十８＋８十８） 序（４） Ａ（８＋８十７＋

９）ｃｏｄａ（７）， 即ちＡ（２８）Ｂ（３２）Ｃ（３２）崖（３２）という均斉のとれた構成によっている． またＡ・Ｂ・

Ｃ各楽段のコントラストがほどよくつけられ， それらがいずれも堅固であり， 左右のバランスがよ

く， かつ深味のある書法によっている． Ａ楽段は上から下まで和絃が分厚い状況がつづき，ｓｏｔｔｏ

ｖｏｃｅながらもひびきの充実が連続するという点においてマズルカのなかではユニークである．アク

セントは第３拍が支配的とはいうものの， 第１拍と第２拍のそれも若干目につく‐ 左手はハープ風

の幅広い分散和音の連続であり， それらがオスティーナート的書法をとっているという点において

ｏｐ‐７ｎｏ‐３と類似しているが， こちらの曲のほうがはるかに重厚である．Ｂ楽節（３３～６４）・嬰ト短調

は一転して軽やかなリズムと淡い右手の単旋律の組合わせとなる． 各４小節フレーズの頂点が第３

拍におかれ， 書体は希薄ながらも躍動的な左手のパターン化した進行によって比較的平隠のうちに

すぎてゆく． 細かくみれば右手のアクセントは第３拍のほか， 第１拍にもあり， 左手共々第２拍に

くる場合もみられるのである．左手は 止む、ド「↑ナラライ「↑ が終止一貫しており，第２拍に和絃

を充当している．Ｃ楽段ｃｏｎａｎｉｍａはロ長調に転じ， 旋律形が変化し， 再び分厚い和絃のひびきが

連続する． フレーズ構造からみて基本的には第１拍にアクセントがおかれるのであるが， 強拍は切

分音によって移動したり， または休符やモティーフの断絶と共に第２拍または第３拍に移動するこ

とが少くない．この楽段の最後部Ｔ‐９３～４の左手にはＢ楽段のそれが顔をだし右手は第３拍アクセ

ントとなり， 更にＴ‐９５～６はＡ楽段の尾部Ｔ‐２９～３０に似た素材が用いられて， 直ちに序奏回起Ｔ‐
９７～１００へと入る．ｃｏｄａ Ｔ‐１２９～１３９の中の１２９～１３２の左手に連続する和声は半音階的順次下降を

おこなっており， ここには平行７度と平行５度が一貫している． ここに右手アルト声部の流れを加

えてみると， 四和音の連続下降形態がはっきりとわかってくる．Ｔ‐１３３～１３６の素材はＴ．２と４のバ

ス，及びＴ．２８～３０の右手の音長に基いたものである．ブラーム的な内燃性と含蓄の深さをかんじさ

せる稀有のマズルカである．（未完）（譜例１７）
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